
 

 

 

 

 

 

５月２６日（土）の運動会は、さわやかな青空のもと、絶好の運動会日和となり、無事に開催するこ

とができました。子どもたちは、最後まで力を出し切り、表情は達成感であふれていました。大勢の来

賓・地域・保護者の皆様に参観していただき、温かく、そして熱い声援で見守ってくださいましたこと、

また準備や競技への参加、片付けなどにも協力してくださいましたことに、心より感謝申し上げます。 

運動会に寄せていただいた感想には、「主役がたくさんいる運動会ですね。いろいろな子どもが様々な

場面で一生懸命活躍している様子が見られてよかったです。」「お子さんたちが小さい子も大きい子もと

ても楽しそうにやっていると感じました。あの笑顔がいいですね。」など、印象に残るコメントをいただ

きました。そのお話を伺い、運動会全体練習を終えたときに 1年生が「なんだかワクワクしてきた。」と

つぶやいていたことを思い出しました。 

 

各学年の団体演技は、その学年ごとの工夫が盛り込まれ、保護者や地域の皆様も楽しみにしていると

伺ったことがありますが、今年も子どもたちは、演技に向けた練習の成果を思う存分に発揮していまし

た。 

１年生の「やってみよう☆ ～何でもチャレンジゴーゴー1 年～」では、何でもやってみるぞ！という

気持ちが、元気いっぱいのダンスに表れていました。２年生の「パワフルレインボー２０１８」では、

３色のすてきな傘を自由自在に使いながら力強いダンスを見せてくれました。３年生の「スーパーヒラ

ドスターズ」では、家族にも協力していただきながら作ったマリオの衣装を身に付けてリズミカルなダ

ンスを見せてくれました。４年生の「ダイナミック琉球魂」では、沖縄に伝わる琉球舞踊に挑戦し、ま

さに魂を込めた舞を見せてくれました。５年生６年生の「全身全霊！平戸ソーラン」では、一人ひとりが

伝統の「はっぴ」に身を包み、掛け声とともに、きびきびした演技が素晴らしく平戸小の伝統を受け継

いでくれました。 

どの学年の子どもたちも演技を楽しみ、その思いを表現することによって、心をそろえることが大切

だと感じたと思います。 

 

 さて、子どもたちの「心をそろえる」取組はまだまだ続きます。日々の学習活動、各学年の遠足や校

外学習といった行事、音楽集会、１１月の学習発表会など。 

運動会の閉会式の中で、「運動会で学んだ多くのことを大切にして、これからの学校生活や学習に生か

していきましょう。」と子どもたちに話しました。４月の新しいスタートから２か月が終わりますが、運

動会への取組を振り返りながら、各学級でがんばったことを大いに認め合えたらと思います。 

 

みんなの心を一つにして、仲間と一緒に取り組み続けていくことは、実は簡単なことではありません。

日々の生活の積み重ねを大切にして、当たり前のことを粘り強く努力している姿、自分のことを大切に

して友だちのことも大切にする姿、心のすれちがいなどがあったときに素直に自分のことを振り返って

相手にも思いや態度を表す姿など、様々な姿をとらえて価値づけていくと共に、「心をそろえる」取組を

子どもたちの思いを大切にしながら続けていきます。 
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